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研究成果の概要（和文）：本研究では，まず，複数放送局のニュース番組の映像及びウェブコンテンツを相互に関連付
けることで，実世界のイベントに関する情報を収集したうえで，イベント間の時系列意味構造（トピックスレッド構造
）の形態に体系化することを目的とした．次に，これに基づいて，指定された人物に関して，指定された立場に沿って
，トピックスレッド構造上の映像を選択して編纂した，いわば「ドキュメンタリ映像」を製作することを目的とした．
その結果，ある人物に関する，ある視点からの要約映像を編纂するための道筋が示されたことで，ユーザの立場に応じ
た情報を的確かつ簡潔に提示でするための基礎技術が確立された．

研究成果の概要（英文）：In this research, first, we aimed at linking news video broadcasted by multiple 
broadcasting stations with Web contents in order to gather various information on real-world events, and 
then structure them in the form of a chronological semantic structure (topic thread structure). We next 
aimed at authoring a so-to-say "documentary video" by concatenating video segments selected according to 
a selected person-in-focus and a specific point-of-view along the topic thread structure.
As a result, we have paved the path to author a summarized video on a person-in-focus from a sprcific 
point-of-view, which we consider as the basis for providing accurate and simple information according to 
the users opinion.

研究分野： 映像情報処理
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１．研究開始当初の背景 
大容量の外部記憶装置の普及により，大量

の映像を蓄積できるようになった．このた
め，大量映像の効率的な検索・閲覧に関す
る研究が盛んである．我々も過去10 年間
（当時）に，特定のニュース番組の映像を
1,600 時間以上蓄積（当時．現在は2,000時
間以上蓄積）し，その効率的な検索・閲覧
を目指して，映像の高速照合，映像間の意
味構造の抽出・可視化方法を研究してきた．
その過程で，大量の映像を有効利用するた
めには，様々な情報を関連付けて体系化し，
再編纂して要約を提示することが重要とい
う知見を得て，本研究を着想した． 

 
２．研究の目的 

本研究では，これまで我々が研究してきた
技術を発展させ，まず，目的1）複数放送局
のニュース番組の映像及びウェブコンテン
ツを相互に関連付けることで，実世界で生
起したイベントに関する情報を網羅的に収
集したうえで，イベント間の時系列意味構
造（トピックスレッド構造）の形態に体系
化することを目的とした．この際，テキス
トだけでなく，同一映像・顔の出現も手が
かりとして利用し，マルチモーダルな関連
付けをしようとした． 
次に，これに基づいて，目的2）指定され

た人物に関して，指定された立場に沿って，
トピックスレッド構造上の映像を選択して
編纂した，いわば「ドキュメンタリ映像」
を製作することを目的とした． 

 
３．研究の方法 

研究目的を達成するために，以下の3 つの
課題に取り組んだ． 
 

課題1） ニュースコンテンツのマルチモー
ダル関連付け：テキストの類似度及び準同
一映像・同一顔の出現に基づき，複数放送
局のニュース映像やウェブニュース記事
を相互に関連付ける（→目的1））． 

 
課題2） イベント単位のトピックスレッド
構造抽出：従来の単一コンテンツ中のスト
ーリ単位のトピックスレッド構造抽出手
法を拡張し，課題1）で関連付いたコンテ
ンツを含むイベント単位の構造を抽出す
る（→目的1））． 

 
課題3） 登場人物に注目した「ドキュメン
タリ映像」の編纂：まず，過去の事例に基
づき，ある職業の人物（政治家を想定）に
関するトピックの変遷について一般的な
モデルを設計する．次に，その職業に従事
する特定の人物に注目し，トピックスレッ

ド構造上のイベントを構成するコンテン
ツの中から，特定の視点に沿ったものを選
択した要約映像を編纂できるようにする．
（→目的2））． 

 
また，これらを実現するための要素技術の

研究にも取り組んだ． 
 

４．研究成果 
課題 1）については，以下の 2つの技術を

開発した． 
 

・ 映像中に話者の存在を仮定して，テキス
ト・音声・画像情報を組み合わせた同一
シーン（scene duplicate）の検出技術．
また，それを利用して，異なる放送局間
で同一イベントを異なる位置から撮影
した映像を検出する技術． 
その結果，最大 F値による評価で，従来
手法（0.006）に対して，大幅な精度向
上（0.648）が得られた． 
 

・ 放送映像中のニュースストーリと，関連
するウェブニュース記事との対応づけ
技術．当初，画像も用いた対応づけを検
討したが，テキストのみで十分な精度が
得られる反面，撮影条件の違いから画像
照合が困難であることが判明したため，
テキストのみを用いた対応づけ技術に
なった． 
 

課題 2）については，当初，先にイベント
単位で複数情報源から得られたニュースス
トーリを対応づけてから，トピックスレッ
ド構造を構築することを計画したが，思っ
たような効果が得られなかったため，特定
の情報源から得られたニュースストーリか
らトピックスレッド構造を構築した後に，
課題 1）の結果を利用して複数情報源から得
られたニュースストーリを対応づけること
にした． 
 
課題 3）については，当初，過去の事例に

基づく学習による方法を計画したが，思っ
たような効果が得られなかったため，ソー
シャルメディアサービスにおける一般の視
聴者による評価に基づく方法に計画を変更
した．また，そのために，ソーシャルメデ
ィアサービスへの投稿を新たに収集する必
要が生じたため，本研究の終了時期を遅ら
せることになった． 
具体的には，ソーシャルメディアサービス

と連動したウェブニュース記事と放送映像
中のニュースストーリを対応づけることで，
ニュースストーリに対する一般視聴者の関
心度合いを間接的に取得し，TF-IDF など客
観的なテキスト分析と組み合わせることで，
視聴者視点で重要なニュースストーリ及び
文を抽出する技術を開発した． 
その結果，ソーシャルメディアサービスへ



の投稿を用いない方法（平均して 10 人中 4
人）と比較して，より多くの被験者が提案
手法によるニュースストーリ抽出を良いと
判断した（平均して 10 人中 7人）． 
さらに，この結果を用いて 3分間の要約映

像を自動制作したところ，これも，ソーシ
ャルメディアサービスへの投稿を用いない
方法（平均して 10 人中 4 人）と比較して，
より多くの被験者が提案手法による映像要
約を良いと判断した（平均して10人中5人）． 
 
また，これらを実現するための要素技術と

しては，主に以下の技術を開発した． 
 

・ 要約映像に含めるための発話シーンを
検出する術を開発した．これは，ニュー
ス映像において頻出する，画像中の人物
と実際の話者が一致しない状況を除外
するために，画像中の口唇に関する特徴
と音声に関する特徴の一致を判定でき
るようにした．さらに，ニュース映像編
集上の性質を学習し，前後のショットと
の関係を含めて検出するようにした． 
その結果，識別率による評価で，比較手
法（0.543）に比べて大幅に高い精度
（0.967）が得られた． 
 

・ 要約映像を制作する際に登場人物（政治
家を想定）の意見分析をするために，登
場人物によるソーシャルメディアサー
ビスへの一連の投稿を分析することで，
特定トピックに関する立場を推定する
技術を開発した． 
その結果，肯定的な立場については，比
較手法よりも高精度で推定することが
できるようになった． 
 

以上の結果から，本研究により，ある人物
に関する，ある視点からの要約映像を編纂
するための道筋が示されたことで，ユーザ
の立場に応じた情報を的確かつ簡潔に提示
でするための基礎技術が確立されたと考え
る．このような技術により，近い将来，大
量の情報を利用者にそのまま提示するので
はなく，利用者の立場に応じた簡潔な形態
で提示する，という情報爆発時代における
新たな情報検索・提示方法が実現されるこ
とが期待される． 
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